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2025-16    13ケ月給与支給ガイドライン

　（前文）

（第一条       適用対象）

以下の従業員も支給対象となる。

・出来高払いで支払われる従業員

・固定賃金または保証賃金にコミッションを加えた報酬体系の従業員

・複数の雇用主を有する従業員

・退職者、解雇された従業員

・産休中で賃金差額（salary differential）を受領した従業員

（第二条       13か月給与の金額)

・未消化の有給休暇・病気休暇の金銭換算額 ・時間外手当

・割増賃金 ・深夜勤務手当 ・休日手当

・生活費補助（COLA : Cost of Living Allowance）

（第四条       支給時期）

　 13か月給与は、毎年12月24日までに支給しなければならない。

ジャパンデスク　　清水　麻利　

（英語・タガログ語⇔日本語翻訳業務担当）

　フィリピン固有の給与制度（労働法により支給義務ありの制度）です。　すでに駐在
経験が何年もある方には釈迦に説法ということになるのかも知れませんが、赴任間もな
い方への制度概要説明として要点を整理しておきます。

　本ガイドラインは、労働法（Labor Code of the Philippines）第5条および大統領令第

851号に基づき、民間部門の雇用主に対し、一般従業員へ第13か月給与を支給すること
の義務付けを確認するために発出されるものである

13ケ月給与は、職位、職称、雇用形態、賃金支払方法にかかわらず、暦年中に少なくと

も1か月勤務した民間部門の平社員（ランク・アンド・ファイル）に支給されなければ
ならない。

13か月給与は、暦年中に従業員が得た基本給総額の12分の1（1/12）を下回ってはなら
ない。

13か月給与の算定における「基本給（basic salary）」とは、従業員が提供した労務に対
して雇用主から支払われるすべての報酬または収入を含むものとする。ただし、以下の
ような、通常の基本給に含まれない手当や金銭給付は含まれない。

ただし、これらの給与関連給付が、個別契約、労働協約、会社慣行または社内方針によ
り基本給の一部として扱われている場合には、13か月給与の算定において基本給に含め
るものとする。


